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第1章 問題と目的 

1-1. 自己開示とは何か 

自己開示とは,self-disclosure の訳であり,自己を他者に開くことである。榎本（1997）

によると,この用語を初めて心理学用語として用いた Jourard（1971）は,自己開示は個人

的な情報を他者に知らせる行為であり ,相手にわかるように自分自身をあらわにする行為

である,と述べている。つまり,自分がどんな人物であり,今何を考え,何を感じ,何を悩み,何

を夢見ているか,などを他者に伝えることである。 

この流れを汲み,榎本（1997）は自己開示を「自分がどのような人物であるかを他者に

言語的に伝える行為」と簡潔に定義した。そのうえで具体的には,自己開示とは,自分の性

格や身体的特徴,考えていること,感じていること,経験や境遇など,自己の性質や状態を他

者に話すことであり,自分自身が把握している自己の性質や状態,すなわち客体としての自

己像あるいはその特徴を示唆するような事柄を他者に言語的に伝える行為のことである ,

と述べている。 

本研究では,この榎本（1997）の定義と上述した内容を採用して進める。 

 

1-2. 目的 

自己開示には開示者の動機が存在し,達成することによる肯定的な機能があり,特に自己

開示の対象が友人の場合,ストレスや孤独感を低減させるので精神的健康度の維持やのち

の援助要請にもつながる,といった前向きなが効果が予想される。その一方で,自己開示に

は,開示内容に対する不安やその内容を否定的だと捉えることによる抵抗感といった抑制

要因があるため,行動に移すことが難しい側面も示唆された。 

そこで本研究では,言いたくても言えない隠しごとを友人に自己開示できずにいた者が

どのようにして自己開示するに至ったのか,その心理的・行動的プロセスを明らかにし,自

己開示を促進する対人関係要因と自己開示による心理的・行動的変化を質的に検討するこ

とを目的とする。こうした自己開示がどのようにして可能になっていくのか,そのプロセス

を知ることで,自己開示をしたくてもできない人が何を契機にして行動を起こせば状況を

改善できるのか,自己開示ができずにいる人に対して周囲の人がどのような行動を起こせ

ばよいのか,あるいは自己開示を促すにはどのようなサポート資源を提供すればよいのか

を提示することが期待できる。 

 

第 2 章 方法 

2-1. 研究対象者  

本研究では,打ち明けることを躊躇する事柄を友人へ自己開示できずにいたが ,何らかの

きっかけがあって自己開示するようになった成人にインタビューを行った。インタビュー

形式は対面を基本としたうえで,対象者の都合に応じて,オンラインで実施することも可能

とした。  

 

2-2. インタビュー   

 本研究では,榎本（1997）の自己開示の定義を用いた。そして,「言いたくても言えない

隠しごとを友人に自己開示していくプロセス」について,半構造化インタビューを実施した。 
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 2-3. データ分析   

本研究では,研究対象者の主観的体験の過程を重視することから,修正版グラウンデッ

ド・ セオリー・アプローチ（木下,2003,2007；以下 M-GTA）に基づいて分析を行った。

本研究の分析テーマを「言いたくても言えない隠しごとを友人へ自己開示していくプロセ

ス」とし,分析焦点者を「言いたくても言えない隠しごとを友人に打ち明け,自己開示に前

向きになったり窮屈さやストレスが軽減した者」と設定した。 

 

第 3 章 結果 

 分析の結果,１つの【コアカテゴリー】,3 つの『カテゴリー』,4 つの「サブカテゴリー」,18

個の＜概念＞が生成された。 

 言いたくても言えない隠しごとを友人に打ち明けていくプロセスの始まりは,『打ち明け

られない状態』を呈している。そういった状態ではあるが,＜環境の変化による打ち明けに

対するハードルの低減＞という『環境・社会の影響』を受けたり,＜打ち明け相手の汚い側

面の把握＞や＜類似性のある友人との関わり＞ ,＜追求しない態度による打ち明け促進＞

という「打ち明けようと思う相手との関わり」によって,徐々に打ち明けていくことに前向

きになっていく。そして,【実際の打ち明け】を行う際,自ら＜詳細な打ち明け＞ができる

場合もあるが,『打ち明けの準備』の段階を踏む場合もある。そして ,実際に打ち明けた後

には,『打ち明けによる変化』が生じる。＜精神的負担の低減＞や＜信頼感や安心感による

気持ちの軽快化＞という「感情の変化」や,＜周囲への気づき＞や＜友人との関係性深化＞

という「対人関係上の発見」,＜打ち明けることへの陰性認知の払拭＞という「打ち明けの

捉え方・考え方の変化」が起こる。そして,これらの変化は＜開示達成による,同じ人への

他の事柄の打ち明け＞という「行動上の変化」を促進する。 

 

第４章 考察 

 言いたくても言えない隠しごとを友人に打ち明けていくプロセスには,打ち明けられな

い状態から,打ち明けることに対して前向きになっていくための促進要因が影響し,実際の

打ち明けが達成でき,打ち明けによる変化が生じるという 4 つの段階があった。打ち明けを

達成したあとは,それに伴って様々な変化が起きることが明らかとなった。まず ,感情の変

化である。隠しごとを抱えていたときは,閉塞感や窮屈さがあったが,それが自己開示がで

きたことで解放されたため精神的な負担の軽減につながったり ,隠しごとを受け入れても

らえたという実感が相手への信頼感を高めたり,安心感を生じさせ気持ちが軽快化したり,

といったことが考えられる。また,周りにいる人が自分を助けてくれるのだとわかったり ,

打ち明ける前よりも深い事柄を共有できるようになったりしたことから,対人関係上の発

見を得られたことも示唆された。そして,打ち明けるという行為そのものを避けていたが ,

実際に打ち明けたことで自己開示に対する認知も変化した。そして,それらの肯定的な変化

はそれ以降の内容が異なるものについての開示も促進することが明らかとなった。しかし,

その際は,一度打ち明けることのできた相手なら,という限定がある。つまり,自己開示を達

成し,それが成功体験となったとしても,開示者は相手や内容を吟味することはその先も意

識する必要があると考えられる。 
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